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Larva migrans に関する研究

( 1) 犬畑虫戚染幼虫の期（stage）について

石井 俊雄

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 33年 11月4日受領）

畑虫幼虫の形態に関しての報告は数多く見られるが，

たとえそれが発育史に関する研究て、あっても感染幼虫の

被鞘について言及したものは比絞的少いように思われ

る。人胴虫戎は豚畑虫についてはとれを否定するようた

論文は見当らないが，犬胴虫については肯定的なものと

否定的なものとが見られる。即ち Schacher(11) 5 7)は

マウス及びイヌの体内における犬畑虫の各期の幼虫を形

態学的に観察し，その虫卵から得た感染幼虫に被鞘を記

載しているが， 森 (lWr)は「浅田 ・豊田 ・Stewart・

吉田等が認めている如く被嚢幼虫てはない」が「脱殻後

の卵殻内には薄膜が残存するが真の脱皮とはいし、難い」

とし， ~1 1 期幼虫を以て感染を行つ ‘ている。 Nichols 

(11)56 b）は Toxocaracanz・s, Ascaris lumbricoides等の

各幼虫の形態学的比較を行ったが何れにも被鞘主記，11¥Xし

ていなし、。しかしとれらの感染幼虫を第二期幼虫と呼ん

でいる。 Sprent(1956）は猫畑虫の幼虫について僻化時に

は 1ststageの cuticularsheathに入った 2ndstage 

larvaであると記載し且っこれを図示している。

著者は豚畑虫および犬姻虫の点々感染能力が充牙にあ

ると考えられる培養 5週齢〈千葉，1936）及 3週齢以上

の卵（豊田，1931: Sprent, 1952 : T担er,1953 : Sadun, 

1957)を用いた感染実験を行うに当り，圧山幼虫を観察

して豚畑虫幼虫：＇J..，.毎回被鞘を有する幼虫であるのに対し

犬胴虫幼虫ては常に被鞘を認め得ないと とに気付いた。

圧出幼虫には機械的なタ卜力が作用しているので一応卵内

幼虫についても同様の観察を行った処，観察は困難では

あったが豚畑虫幼虫ては特にその運動時に虫俸の一端，

両端叉は湾山部等に被鞘を認め得るものがあったにかか

わらず，犬畑虫幼虫て、陪確認することが出来なかった。

Tosmo ISHII : Studies on larva migrans ( 1 ) 

On the stage of the infective dog ascaris larvae 

(Department of Parasitology, National Institute 

of Health, Tokyo) 

卵内幼虫の観察はともかく種とを追えほぽ同時期に相叫

すると忠われる感染幼虫にとのような差が認められる事

実を「幼虫の脱鞘と期（stage）」という観点を中心とし

て考察すべく犬畑虫幼虫の被鞘と感染幼虫の形態および

期について若干の観察を試みたのでと〉に報告する。

実験材料および方法

観察は， (1）虫卵 100コ算定による犬姻虫の透目的ー

幼虫形成率， (2）をれに伴う形態的変化，特に被鞘 ・

脱鞘について， (3）脱鞘前後におけるマウスへの感染

状態，の 8項目について行つJt。

(1) 犬畑虫卵は駆虫ヒよって得た雌成虫の子宮末部

から採り 出し， 1%フォルマリン水を用いて3QPCて瓦培

設し，適時をの一部を白金耳を以て掻き取り観察に供し

た。

(2) 鏡検椋木の作製lにあたっては，供試卵を30%ア

ンチフオルミンに30牙以上浸潰し，次いて数同水洗し，

スライドグラス上においてカパーグラスを力けて軽く圧

迫し幼虫を脱出せしめ，周をワゼリンて封じ用に応じて

は熱同定を行った。

(3) マウスへの投与ノ＇J1L：マウスは15～20g 4～ 5 

週のものを用い，虫卵の投与はすでに小林（1958）が記

載したどとく，白金耳の輸の部牙に虫卵を附活二せしめ，

これを直接マウスの口腔に押入し訴取~~下せしめて行っ

た。との方法はマウスの保定（マウスの頭部のみを出し

て全身をガーゼ等てくるみ空中に把持する〉が適切であ

れば，殆ど抵抗騒擾するとともなく自発的とも思われる

l府下を行い，特に賦形物を必要としないため虫卵の大量

投与に際しても量的な無理が少いのではないかと思われ

る。

尚， 投与した虫卵はアンチフオノ1ミシ等による前処置

は行わず培養器〈瓦〉から掻き取ったま〉のもので、ある。

(4) 投与後の観察は，他の実験て、マウスに投与した

( 50) 
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犬畑虫は主に 3～15時間の聞に廻腸を中心とした小腸下

部汐・ら百腸にかけて卿化侵入するとと，24時間後には肝

に多く見られるとと，5日以上てほ殆ど全身から見出さ

れるととを知っとので，8匹のマワスを用い4時間後，

1日後及び 5日後に各ノセ 1匹宛をエーテルて、殺し，移行

幼虫を検して行つぞ。

との検索の一部はトリプシン消化によった。 Sprent

(1952）は 8日以内の幼虫にはトリプシン消化法がペプ

シン消化法に優るとしているので，とのY去に従い 0.5%

トリプシン一生理食塩水液（N/10NaOHて pH7)中

に細切した臓器を入れ37PQて1夜消化後，がーゼて、櫨過

し遠心沈澱しーをの沈涯を検した。

結 果

1. 幼虫は培養後5日目にはじめて10%の出現を見，

以下 6日目48%, 7日日93%, 8日以後97%の出現率を

みとめた。

2. 幼虫の形態的変化

i) 5日目：食道部，消化管部，尾部を夫ノセ透明部，不

透明部，透明部として漠然と三大別し得るのみで全体に

亘り光輝性の或は不透明出色の大小の穎粒に富んでい

る。消化管部は頼粒の密度が特に高く ，食道部は虫体の

中心部に密度が高く夫々の原基性のものと思われる。全

ての内部品5造が判然としないと同時にとの期の幼虫はそ

の表皮も非薄であり全般に繊細非薄な飢を呈し，卵殻か

ら圧出せしめると間もなく運動が鈍りi停止叉は変形（膨

隆〉破壊されてしまうものが多い。との変形破壊は食道

部において起るととが多く特にζの部の脆弱を思わしめ

るものがある。運動性も抵抗力も成熟幼虫に比べて造に

低いようである。口腔，排出口， 1rr1・1日などの関口は認め

られない。

幼虫の形成は 5～ 7日の聞に殆どがなされるので当然

新旧の幼虫を混じてくる。とのため以下は成長も進み，

叉或程度数的にも代表し得ると見られる幼虫の形態につ

いて述べる。

ii) 8日目：との時期は概して特有な変化はみられな

いが，初期幼虫に比し繊細非薄膨満観が緊縮し，叉!m'i粒

がや〉波じ透明感を増してきている。食道，消化管はや

〉劃然としてくるが他の府造は認め難い。

iii) lO・11日目 ：口腔が漏斗状に形成され，同時に封I'

？世口，区門が認められる。食道は口腔から消先管始部に

至る管状構造として弱拡大ても認められるようになり

Nichols (1956 a）のいう dorsaloesophageal gland 
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の明らかにみられるものもあり一応成熟幼虫にみられる

ような体制を整えてきたものと思われる。消化管の輪部

も画然としてくるが，発育の遅いものでは腸管の 7細胞

が判然としている（写真A）。

との時期に体表から牙離＊した被鞘が虫体の先，後端

或は待出部内側にみられる幼虫が現れてくる。被鞘の先

端には旧口蓋と思われるものがみられる（写真B, C, 

D）。

写真Aにも見られる如く膨満感の減少は同時に体長 ・

体巾も減少の傾向にあるようである（第1表〉。

iv) 14日日： や〉肌粒に富んでいるが，体制上は成熟

幼虫と変らないものと思われる。殆ど全ての幼虫に被鞘

が見られるが，前期の幼虫より脱れ易いように思われ，

操作をや〉粗くし，叉は圧迫を強くすれば桜木中に散落

した被鞘を見る。 との傾向は13日目にもや〉みられた

第 1表培養10日幼虫計測値 単位 μ

消化管
区門

体長体幅食道長以末→ 備考
尾端 →尾端

517 24 

464 23 

462 21 

452 22 

452 22 
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448 23 
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432 22 
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415 20 
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144 52 36 
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402 18.4 143.6 40.7 
30日令幼37.8 ヤ

虫平均値

＊正常な発育過程において，被鞘が幼虫の体表から離

れて観察される状態になったことをいう．とのときの

幼虫は被鞘幼虫であり ，脱鞘 し，又はしつつあるもの

ではない．

( 51 ) 
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写真説明 A, B 10日目幼虫． C,D 11日目幼虫． E. F. G 14日目，脱落被鞘． H, I 30日目幼虫

J, K 投与4時間後，マウス廻腸腔内幼虫． L 投与4時間後，マウス廻腸j腸壁内幼虫

〈写真E,F, G）。 明な尾部に三大別出来る。頭端は腹側がや〉大きく突出

v) 以後は前記の方法による脱出幼虫ては被鞘がみら し側面祝は背腹非対称である。口腔は漏斗状，食道に述

れなくなる。 る。食道は管状に透視され，消化管との接続部に食道球

10～14日円に脱鞘がみられ，14日以後には被鞘が脱落 を形成するが膨降はあまり顕著ではない。食道腺はとの

しやすく ，或は脱落していると思われる。 部の背側にあり神経輸のや〉前方にまで来日l管を以て延長

vi）成熟幼虫（感染幼虫〉 しをの部に膨隆部を形成する。生幼虫てはこの管内を前

卵齢30日のものについて観察した。 後に移動する願粒が屡々観察される。祈！経輸は食道部の

殆ど透明に見える食道部と，それに続き尾から35～40 略中央に位し，をの直後腹側に排出口が閉口する。消化

μ て終る不透明な大願粒に満された消化管部，及び略透 管背側には光輝性の大願粒が殆ど一例に縦列し尾部の略

( 52 ) 
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l中央にまで至つ・ている。応部m討中央腹側には[I[l~が閉口

し℃いるが，直腸腺はまだみえず，直腸も充牙には発Jき

していなし、。生殖原基はあまり判然とはしていないが消

化管中央腹側にそれと認められるものもある（写真II,

I)。
3. マウスへの感染実験

A群： 全幼虫にまだ被鞘のみられない8日日の幼虫

i(脱鞘前｛釘1期幼虫）， B群： 一部に被鞘のみられる幼

虫を合む（大部分は.m1期， 一部が初期の第2期幼虫〉，

C群： 大部分の幼虫が被鞘をもっている 14日日の幼虫

く脱鞘後ー昂 2期幼虫〉について感染実験を行った。

この結果C群にのみ感染がみられた。

4 r時間後の廻腸内の食陵中には未牌化卵と共に被鞘を

有する幼虫，既？こ被鞘を有しない幼虫及び脱鞘中の幼虫

が見られた〈写真;J, K）。叉との部の腸壁の一部主切

りとりビーカー中て水洗を繰返して附芦物を除き圧出生

吋鮮民木としたものを観察したと ζ ろ，腸壁侵入中の幼虫

を多数認めたが， ζれらの全てに被鞘はみられなかっ

た。腸壁侵入前に被鞘の脱拡があるものと思われる（宇

真L）。

2」時間後，肝へ移行した幼虫を認め， 5 n れには殆ど

全身から移行幼虫を認め，感染の成立を確め1；｝.た。

総括および考按

木実験て幼虫の形成は培長 511 ll位から見られ， 7～ 

8口て、略完了し， 10～14日の聞には被鞘を有する幼虫が

観察された。被鞘は生，！笠木叉は熱同定山本について観察

し，切片原木によるものでないために虫体から充牙牙離

した状態になっては巳めて飢祭し得たものであるので10

｜」以前にも被鞘の分離はあったものと見なくてはならな

い。とのときの被鞘の分離はお（~ 111£1の脱鞘と見倣される

もので，以後の幼虫は第2期幼虫と呼ばれるものであら

ソ。

被鞘の分離即ち脱鞘にはや〉形態的な変化を伴ってい

るように思われるコ即ち，第 l，第 2期及び移行期の幼

虫主混合する ζ のJ明の幼虫の体位測定の結果は，成熟1*"]

!l1. ~＇こ比しゃ〉大きく ，叉形態的に幼若なもの程大きい傾

向にあることを示している。これを逆にいえばとの時期

は幼虫形成過程の収縮期に当るととである。とのことは

内部開造の変化と相侯って形成初期の幼虫の繊弱膨満観

が緊縮観をもつに至ってきた概観の変化とも一致してい

る。－）JSchacher (1957)は卵から得た infective2nd 

stage larvaに被鞘生認め， 史に少数の仔虫では薄いク
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チクラの被鞘が 1stmoltのクチクラの店lに見える一一－

即ち二重にtJ..った被鞘を観察したが，とれはff剖fr起るの

みだから卵の中て 2回の脱鞘が別々に行われたというよ

りむしろクチクラの分離或は膨隆と見るべきだろうとい

う解釈を下している。今回はとのような分離像を認めた

ととは立かったが，幼虫の体長の減少rtと，被鞘の遊離

端が屡々推定し得る幼虫の最大体長より長いと思われる

ととから，被鞘の膨隆はあり得るものと考える。かよう

に外的には幼虫の大きさの減少と，時に膨隆を伴って被

鞘は分離観察され脱鞘が確認されるっとのn寺，当然先行

すべき脱鞘を惹起するような内的な要因としての機能的

変化があろうが，乙れらについては今回は全くふれ得な

し、。

豚畑虫の被鞘については浅田 c1922 ），豊田（Hl31),

中田（Hl36），堀田（1957) らの等しく認めるととろで

あり ，叉著者もその感ti~f9J虫て認めている。しかも豚畑

虫ては長期に亘り（たまたま80日齢のものでも認めた〉

被鞘を有するが，犬畑虫ては急速にその数を減じ15日以

後ては殆ど観察されなくなった。勿論との場合から自然

状態のをれをー慨に云々出来ないが，同ータト的因子の作

用下ては犬姻虫の被鞘は，豚畑虫のそれに比し造に脱落

し易いものであることはいえよう。と同時にとのタト的作

用任受け易くする内的因子の差も推定される。

以上犬蜘虫も豚畑虫同折感染幼虫に至る間に第1回の

脱鞘があるとと，従って感染幼虫は第2期幼虫て、あるこ

とを確認した。しかし沈1期とい〉第2期とい〉幼虫の

期（stage）を云々するととにどのような心味があるの

でもろうか。形態の観察と感染実験は，との両期の幼虫

を比較する芯味て行ったものである。形態的な差として

の一連の体制の変化，特に口腔，排出口，匹／II］の関口等

が，叉機能的な差としての運動性，抵抗性の増大等が，

脱鞘或は感染に関連して丑要なもの思われる。

感染は14円の却2期幼虫て、みられた。第1期幼虫ては

感染が成立せず，叉初期第2期幼虫を合む10円刊の幼虫

群ても感染が成立しなかったが，とれには r;J的な原因と

質的な原因，Dll！＞これら幼虫は；~12 期ても初期てあり未

だ感染能力を充牙有していなかっYとのではなかろうかと

いう二つの場合が考えられる。形態と機能については木

来各A の個俸について検討すべき性質のものではある

が，との場合は実験手技上群として取J及うの他はなく ，

しかもその間の変化は述続的とも思われるもので，をの

代表のとりノヲには種々の問題を含んでいよう。このため

上の感染実験には一応完全に脱鞘した成熟仔虫を合まな

( 53 ) 
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い， 被鞘を有する第2期幼虫について行ったものであ

る。すでに被鞘を脱した成熟知2期幼虫の感染について

は数多くの実験がなされておりをの感染成立については

論を倹た．ないところであろうくSprent,1952, Timer, 

1953, Nichols, 1956, a: Schacher, 1957等〉。以上は観

察される幼虫の虫齢の差により被鞘の有無の別はあって

も第2期幼虫が感染幼虫であるととをしめしている。

今まで被鞘が虫体力、ら牙離するととを以て脱鞘として

きたが，脱鞘については従来僅かではあるが見解の相注

があるようである。すなわち，浅田 (1922）は脱鞘は抑

化後間もなく起るとし，笠田（1931）は卵？先前5～6fl、子

間に起るとし何れも被鞘の脱落を脱鞘としているようで

古るが，ーブj中田（1936）は卵殻内幼虫て、 6日目に尾端

に， 14n日に頭端に脱皮を認めるとしている。との中田

の場合には氏は被鞘の牙離を以て脱皮〈鞘〉としている

ものと思われる。期（stage）は本来は脱鞘の観察から便

宜的に名付けられてきたものであろうが，姻虫の感染幼

虫が第2期てあるといわれ・ている点，叉 Sprent(l952),

Nichols (1956), Schacher (1957）等の用いている in・

fective 2nd s句gelarvaという言葉からすれば「被鞘の

分離」を以て脱鞘と考えているのが一般であるようであ

E，三号：者もとの考えに賛するものである。

要約

犬畑虫幼虫の発育）＆；程中10～14日に第1回の脱鞘を認

め，感染幼虫は第2期幼虫てあるととを確認した。

稿を終るに当り，御指導，御校聞をたまわった予研寄

生虫部長小宮義孝博士に対し衷心より感謝の意を表しま

す．
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Summary 

The first moult of the dog ascaris larvae (Toxo-
cara canis) occured in the egg 10-14 days after 

culture, and it was made clear that the infective 

larvae were the S民 ondstage on回．




